
36 地形の後に生じる雲パターンの実験

　5．まとめ

　ドライアイス霧層の流れの特性（流れの可視化，上層

の空気と2層流を作る）を使って，種々の実験を試みた

が，その結果，ドライアイス霧層の流れが，実際に起こ

っている天然の雲現象（衛星写真で見られる中規模現象

の雲）を，よく再現していることがわかった．特に，地

形効果を受けた雲パターンとして，孤島や孤立峰後方に

生ずるKゑman渦列，Ship　wave，Band　cloudには，

一連の関係があり，それらは2層流体下層の層厚，速度

ならびに安定度をパラメータとして関連づけられた．さ

らに，もう少し大きな現象に関しては，フルード数が，雲

パターンの決定を大きく支配していることがわかった．

なお今後の間題として，これらの2層流体の理論化，定

量化が残された．
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